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13　

徳
島
の
未
来

◉
徳
島
の
歴
史
と
徳
島
出
身
の
偉
人

　

こ
れ
ま
で
経
済
を
中
心
に
徳
島
の
特
徴
を
見
て
き
ま
し
た
。
徳
島
が
経
済
的
に
豊
か
で
、
食
や
自
然
、
文

化
な
ど
も
誇
る
べ
き
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
徳
島
の
歴
史
や
徳
島
出
身
の
偉
人
・
有
名
人
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

徳
島
は
歴
史
あ
る
地
域
で
す
。
人
類
誕
生
や
縄
文
・
弥
生
時
代
以
前
か
ら
特
徴
的
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
恐
竜
の
化
石
は
全
国
各
地
で
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
勝
浦
町
で
見
つ
か
っ
た
竜り

ゅ
う

脚き
ゃ
く

類る
い

の
草
食
恐
竜
テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
形け

い

類る
い

の
歯
の
化
石
は
、
白は

く

亜あ

紀き

前
期
（
約
1
億
3
千
万
年
前
）
の
地
層

か
ら
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
が
あ
り
、
恐
竜
の
化
石
の
発
掘
で
有
名
な

福
井
県
勝
山
市
の
地
層
（
約
1
億
2
千
年
前
）
よ
り
も
古
く
、
日
本
最
古
級
で
す
。

　

ま
た
、
徳
島
に
は
少
な
く
と
も
お
よ
そ
２
万
年
前
ご
ろ
か
ら
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
約
2
千
数
百
年

前
の
縄
文
時
代
の
終
わ
り
か
ら
弥
生
時
代
の
初
め
ご
ろ
は
、
徳
島
城
公
園
の
あ
た
り
は
海
辺
で
、
公
園
内
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の
城
山
貝
塚
で
は
貝か

い

殻が
ら

や
土
器
、
住
居
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
城
山
貝
塚
の
発
掘
は
、

徳
島
市
出
身
で
世
界
的
に
有
名
な
考
古
学
者
で
あ
る
鳥と

り

居い

龍り
ゅ
う

蔵ぞ
う

博
士
の
指
導
の
下
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

弥
生
時
代
に
豊
作
を
祈
念
す
る
祭
礼
に
使
わ
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
銅ど

う

鐸た
く

も
多
数
出
土
し
て
い
ま
す
。
全

国
で
出
土
し
た
銅
鐸
は
お
よ
そ
5
百
点
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
徳
島
県
は
40
点
以
上
を
占
め
て
お
り
、

全
国
有
数
の
出
土
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古こ

墳ふ
ん

時
代
前
期
に
か
け
て
は
、
朱し

ゅ

（
赤
色
の
顔
料
）
の
原
料
で
あ
る
辰し

ん

砂し
ゃ

が
採
掘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
阿
南
市
の
若わ

か

杉す
ぎ

山や
ま

遺い

跡せ
き

は
、
日
本
最
古
の
辰し

ん

砂し
ゃ

採さ
い

掘く
つ

遺い

跡せ
き

で
、
2
0
0
9

年
に
国く

に

史し

跡せ
き

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
朱
は
、
古
代
日
本
で
銅
鐸
や
土
器
、
古
墳
の
石
室
を
赤
色
に
着
色

す
る
た
め
に
大
量
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

徳
島
は
古
代
よ
り
拓
け
、
関
西
圏
や
朝
廷
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
地
域
で
し
た
。
日
本
最
古
の
歴
史
書

で
あ
る
古
事
記
で
は
、
淡
路
島
に
次
い
で
四
国
（
伊い

予よ

之の

二ふ
た

名な
の

島し
ま

）
が
で
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

中
の
阿あ

波わ
の

国く
に

の
別
名
が
大お

お

宜げ

都つ

比ひ

売め
の

神か
み

で
、
食
糧
の
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
皇
ご
即
位
の
重
要
儀
式
・
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

で
は
、
古
く
か
ら
阿あ

波わ

忌い
ん

部べ

の
民
が
つ
く
る
麻
織
物
の
「
あ
ら

た
え
」
が
調ち

ょ
う

進し
ん

（
注
文
に
応
じ
、
品
物
を
整
え
て
差
し
上
げ
る
こ
と
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

2
0
1
9
（
令
和
元
）
年
11
月
に
行
わ
れ
た
大
嘗
祭
で
、
阿
波
忌
部
の
子
孫
と
伝
わ
る
三
木
家
か
ら
、

「
あ
ら
た
え
」
が
調
進
さ
れ
ま
し
た
。
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中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
海か

い

路ろ

が
主
要
な
交
通
手
段
で
あ
っ
た
時
代
、
徳
島
は
「
四
国
の
玄
関
口
」

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
四
国
八
十
八
か
所
の
一
番
札
所
（
霊り

ょ
う

山ぜ
ん

寺じ

）
も
、
徳
島
県
鳴
門
市
に
あ
り
ま
す
。

　

室
町
時
代
に
は
、
14
世
紀
に
、
阿
波
出
身
の
細ほ

そ

川か
わ

賴よ
り

之ゆ
き

が
将
軍
を
補
佐
す
る
管か

ん

領れ
い

と
な
り
ま
し
た
。
細

川
氏
は
、
そ
の
後
も
一
門
で
阿
波
や
畿き

内な
い

の
守し

ゅ

護ご

職し
ょ
く

（
国
単
位
で
設
置
さ
れ
た
軍
事
指
揮
官
・
行
政

官
）
を
占
め
る
な
ど
、
有
力
守
護
大
名
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
16
世
紀
に
は
三み

好よ
し

長な
が

慶よ
し

が
阿
波
・
讃
岐
・

淡
路
を
本
拠
に
畿
内
の
主
要
地
域
を
支
配
し
ま
し
た
。
三
好
長
慶
は
最
近
歴
史
研
究
が
進
み
、
織
田
信
長

よ
り
前
の
戦
国
天
下
人
と
し
て
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徳
島
に
は
「
阿あ

波わ

公く

方ぼ
う

」
と
呼
ば
れ

る
足
利
将
軍
家
の
一
族
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
第
十
四
代
将
軍
の
足あ

し

利か
が

義よ
し

栄ひ
で

は
阿
波
公
方
出
身
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
阿
波
出
身
者
が
京
都
で
活
躍
す
る
時
期
が
長
く
続
い
た
こ
と
か
ら
、
有
名
な
歴
史
小
説
家

で
あ
る
司し

馬ば

遼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

氏
は
、
「
阿
波
人
の
京
都
支
配
は
二
百
年
と
い
う
長
さ
に
な
る
」
（
街
道
を
ゆ
く

32
）
と
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
蜂
須
賀
家
が
阿
波
・
淡
路
島
を
支
配
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
3
章
で
説
明
し
た
よ
う

に
、
蜂
須
賀
公
の
奨し

ょ
う

励れ
い

も
あ
っ
て
、
藍あ

い

作さ
く

が
主
要
産
業
と
な
っ
て
い
き
、
日
本
を
代
表
す
る
藍
商
人
な

ど
が
誕
生
し
ま
す
。
徳
島
は
、
暴
れ
川
で
あ
る
吉
野
川
が
毎
年
の
よ
う
に
洪
水
を
く
り
返
す
た
め
、
米

作
に
は
不
向
き
で
し
た
が
、
藍
は
通
常
洪
水
が
発
生
す
る
前
の
7
月
に
収
穫
で
き
、
ま
た
川
の
氾は

ん

濫ら
ん

に

よ
っ
て
流
域
に
肥ひ

沃よ
く

な
土
が
運
ば
れ
る
た
め
、
藍
作
に
は
適
し
て
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
江
戸
時
代
に
衣
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服
に
使
う
布
地
が
麻
か
ら
藍
染
め
し
や
す
い
木
綿
に
代
わ
り
、
藍
の
需
要
が
大
き
く
増
加
し
た
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
砂
糖
、
た
ば
こ
、
塩
の
生
産
も
盛
ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
徳
島
藩
の
表お

も
て

石こ
く

高だ
か

は

25
万
7
0
0
0
石
で
す
が
、
実じ

っ

質し
つ

石こ
く

高だ
か

は
50
万
石
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
繁
栄
し
ま
し
た
。

　

明
治
維
新
後
も
藍
産
業
は
引
き
続
き
徳
島
の
主
要
産
業
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治

30
年
代
に
入
り
、
安
い
外
国
産
の
藍
や
化
学
染
料
に
押
さ
れ
て
、
藍
産
業
は
急
速
に
衰
退
し
ま
す
。
そ
の

後
、
製
糸
業
や
紡
績
業
な
ど
が
盛
ん
に
な
り
、
戦
前
の
徳
島
は
「
繊
維
王
国
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
高
度
成
長
期
に
は
繊
維
の
ほ
か
、
化
学
や
紙
パ
ル
プ
工
業
な
ど
の
生
産
が
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、

金
額
は
大
き
く
な
い
も
の
の
、
家
具
、
仏
壇
、
大
谷
焼
、
わ
か
め
、
藍
染
め
な
ど
も
全
国
的
に
有
名
で
す
。

　

た
だ
し
、
全
国
の
工
業
化
の
進
展
の
ス
ピ
ー
ド
の
方
が
速
か
っ
た
た
め
、
た
と
え
ば
1
9
6
4
（
昭

和
39
）
年
の
徳
島
県
の
製
造
品
出
荷
額
の
全
国
に
占
め
る
割
合
は
0
・
37
％
と
、
極
め
て
低
い
水
準
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
（
ち
な
み
に
、
当
時
の
徳
島
県
の
人
口
の
全
国
に
占
め
る
割
合
を
1
9
6
5
年
の

国
勢
調
査
で
み
る
と
、
0
・
76
％
で
し
た
）
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
第
5
〜
7
章
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
後
大
d
グ
ル
ー
プ
、
日
亜
化
学
工
業

（
株
）
を
は
じ
め
、
製
造
業
が
急
速
に
成
長
し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
の
間
に
徳
島
の
経
済
は
全
国
を
大
き
く
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
順
調
に
成
長
し
ま
し
た
。

県
民
経
済
計
算
統
計
を
み
る
と
、
平
成
に
な
る
直
前
の
1
9
8
8
（
昭
和
63
）
年
度
か
ら
2
0
1
7
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（
平
成
29
）
年
度
ま
で
の
間
に
、
製
造
業
出
荷
額
は
1
・
8
倍
に
増
え
（
全
国
は
1
・
1
倍
）
、
豊
か
さ

を
表
す
県
民
一
人
あ
た
り
の
県
内
総
生
産
も
1
・
8
倍
に
増
え
て
い
ま
す
（
全
国
は
1
・
4
倍
）
。
令
和

に
な
っ
て
も
製
造
業
は
引
き
続
き
元
気
で
す
。
勇
気
づ
け
ら
れ
る
動
き
で
す
ね
。

　

人
物
に
目
を
転
じ
る
と
、
徳
島
出
身
の
偉
人
や
有
名
人
は
大
勢
い
ま
す
。

　

明
治
以
降
で
み
て
も
、
人
類
学
者
の
鳥と

り

居い

龍り
ゅ
う

蔵ぞ
う

、
日
本
の
薬
学
の
創
始
者
と
言
わ
れ
る
長な

が

井い

長な
が

義よ
し

、

救
貧
事
業
な
ど
を
通
じ
て
友
愛
・
互
助
・
平
和
の
精
神
を
説
き
続
け
た
賀か

川が
わ

豊と
よ

彦ひ
こ

は
徳
島
出
身
で
す
。
ま

た
、
政
治
の
分
野
で
は
第
六
十
六
代
内
閣
総
理
大
臣
の
三み

木き

武た
け

夫お

が
、
経
済
の
分
野
で
は
大
d
グ
ル
ー
プ
、

日
亜
化
学
工
業
（
株
）
な
ど
を
世
界
的
な
企
業
に
育
て
あ
げ
た
経
営
者
た
ち
が
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
徳
島
出
身
者
が
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。
作
家
の
瀬せ

戸と

内う
ち

寂
じ
ゃ
く

聴ち
ょ
う

、
光
を
使
っ
た
芸
術
的
な
展
示
を
行
う
チ
ー
ム
ラ
ボ
代
表
の
猪い

の

子こ

寿と
し

之ゆ
き

、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
米よ

ね

津づ

玄け
ん

師し

、
ア
ニ
メ
版
「
鬼き

滅め
つ

の
刃や

い
ば

」
を
制
作
し
た
ユ
ー
フ
ォ
ー
テ
ー
ブ
ル
を
率
い
る
近こ

ん

藤ど
う

光ひ
か
る

、

女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
賞
金
女
王
の
鈴す

ず

木き

愛あ
い

選
手
な
ど
、
多
士
済
々
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
徳
島
出
身
の
偉
人
や
有
名
人
は
大
勢
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
最
近
業
績
が
再
評
価
さ

れ
注
目
さ
れ
て
い
る
三
好
長
慶
と
、
明
治
以
降
に
社
会
・
科
学
の
分
野
で
活
躍
し
た
偉
人
、
そ
れ
に
現
在

芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
全
国
的
に
活
躍
し
て
い
る
有
名
人
に
絞
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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●
三
好
長
慶

　

三
好
長
慶
は
、
16
世
紀
の
戦
国
武
将
で
す
。
後
世
、
松
永
久
秀
に
下げ

剋こ
く

上じ
ょ
う

を
許
し
た
と
歪ゆ

が

ん
で
伝
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
最
近
歴
史
研
究
が
進
み
、
織
田
信
長
よ
り
前
の
戦
国
天
下
人
と
し
て
見
直
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　

も
と
も
と
細
川
氏
の
家
臣
で
し
た
が
、
他
の
3
兄
弟
と
力
を
合
わ
せ
て
中
央
（
近
畿
）
に
進
出
し
、
阿

波
・
讃
岐
・
淡
路
を
は
じ
め
、
畿
内
の
山や

ま

城し
ろ

・
摂せ

っ

津つ

・
和い

ず
み泉
・
河か

わ
ち内
・
大や

ま
と和
・
東ひ

が
し

播は
り

磨ま

・
丹た

ん

波ば

・
丹た

ん

後ご

を
支
配
し
、
室
町
幕
府
を
左
右
す
る
実
力
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
由
都
市
堺
の
保
護
、
い
く
さ
に
お
け
る
鉄
砲
の
活
用
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
許
可
、
石い

し

垣が
き

白し
ら

壁か
べ

の
築

城
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
織
田
信
長
に
先
立
つ
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
「
三
好
長
慶
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
推
進
協
議
会
」
が
徳
島
と
関
西
で
設
立
さ
れ
、
署
名

活
動
や
講
演
会
な
ど
、
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
鳥
居
龍
蔵

　

鳥
居
龍
蔵
は
、
わ
が
国
の
人
類
学
・
民
族
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
す
。

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
、
約
半
世
紀
も
の
間
、
中
国
各
地
、
台
湾
、
朝
鮮
半
島
、
モ
ン
ゴ
ル
、

東
部
シ
ベ
リ
ア
、
サ
ハ
リ
ン
島
、
千
島
列
島
、
南
米
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
訪
れ
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
範
囲
は
民
俗
学
、
考
古
学
、
歴
史
学
な
ど
幅
広
く
、
ま
た
現
地
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
様
子
な
ど
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を
写
真
も
使
っ
て
詳
細
に
記
録
し
ま
し
た
。

　

徳
島
市
の
城
山
貝
塚
も
鳥
居
龍
蔵
の
指
導
の
下
で
発
掘
さ
れ
、
縄
文
時
代
の
終
わ
り
か
ら
弥
生
時
代
の

初
め
ご
ろ
に
か
け
て
の
当
時
の
人
た
ち
の
生
活
の
様
子
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
内
に
は
、
徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
が
あ
り
、
鳥
居
龍
蔵
が
残
し

た
ぼ
う
大
な
資
料
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
長
井
長
義

 　

長
井
長
義
は
日
本
の
医
薬
品
業
界
に
大
き
な
貢
献
を
し
、
「
日
本
の
薬
学
の
創
始
者
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
蜂
須
賀
藩
の
御ご

典て
ん

医い

（
大
名
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
医
者
）
の
家
に
生
ま
れ
、
長
崎
と
ド
イ
ツ
に

留
学
し
て
化
学
を
学
び
ま
し
た
。
帰
国
後
、
今
で
も
風
邪
薬
に
使
わ
れ
て
い
る
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
を
発
見
し
、

そ
の
後
、
東
京
薬
学
会
（
現
在
の
日
本
薬
学
会
）
の
初
代
会
頭
を
務
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
等
女
学
校
を
設
立
し
た
ほ
か
、
そ
の
3
年
後
に
設
立
さ
れ
た
日
本
初
の
女
子
大
（
日
本
女
子

大
学
校
）
で
家
庭
化
学
を
教
え
る
な
ど
、
女
性
の
高
等
教
育
に
も
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

晩
年
に
は
、
官
立
の
薬
学
専
門
学
校
の
設
立
を
政
府
に
働
き
か
け
、
徳
島
高
等
工
業
学
校
応
用
科
学
製

薬
科
学
部
（
現
在
の
徳
島
大
学
薬
学
部
）
の
設
立
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

●
賀
川
豊
彦

　

賀
川
豊
彦
は
、
大
正
・
昭
和
期
に
活
躍
し
た
社
会
運
動
家
で
す
。
神
戸
の
貧
民
街
に
住
み
な
が
ら
キ
リ
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ス
ト
教
の
伝
道
と
救
貧
活
動
を
行
っ
た
経
験
を
描
い
た
自
伝
的
小
説
「
死
線
を
超
え
て
」
は
、
大
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
協
同
組
合
の
創
設
に
関
わ
り
、
生
活
協
同
組
合
、
農
協
共
済
の

父
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
運
動
家
と
し
て
の
活
躍
も
あ
っ
て
海
外
で
の
評
価
も
高
く
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
の
候
補
に
も
何
度
か
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

賀
川
豊
彦
に
関
す
る
記
念
館
や
関
係
す
る
団
体
は
全
国
各
地
に
あ
り
ま
す
が
、
県
内
で
も
ド
イ
ツ
館
の

と
な
り
に
鳴
門
市
賀
川
豊
彦
記
念
館
が
あ
り
、
「
愛
は
、
私
の
一
切
で
あ
る
」
と
い
う
賀
川
豊
彦
の
言
葉

を
刻
ん
だ
石
碑
と
と
も
に
、
六
百
点
余
り
の
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
有
名
人
に
つ
い
て
も
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
瀬
戸
内
寂
聴

　

作
家
の
瀬
戸
内
寂
聴
は
、
小
説
『
夏
の
終
り
』
や
『
花
に
問
え
』
、
『
現
代
語
訳 

源
氏
物
語
』
な
ど
、

数
多
く
の
作
品
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

1
9
7
3
年
に
出
家
し
て
僧
と
な
っ
た
後
も
、
京
都
の
嵯さ

峨が

野の

に
寂じ

ゃ
く

庵あ
ん

を
構
え
て
精
力
的
な
執
筆

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
軽
妙
な
法
話
や
人
生
相
談
、
エ
ッ
セ
ー
な
ど
も
大
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
0
6
年
に
は
文
化
勲
章
も
受
章
し
ま
し
た
。　
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「
生
き
る
こ
と
は
愛
す
る
こ
と
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
た
国
民
文
化
祭
の
た
め
に

書
か
れ
た
人に

ん

形ぎ
ょ
う

浄じ
ょ
う

瑠る

璃り

「
モ
ラ
エ
ス
恋こ

い

遍へ
ん

路ろ

」
で
も
、
「
人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
の
は
、
愛
す
る
た

め
で
す
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。

●
チ
ー
ム
ラ
ボ
と
猪
子
寿
之

　

猪
子
寿
之
が
率
い
る
チ
ー
ム
ラ
ボ
は
、
光
を
使
っ
た
芸
術
的
な
展
示
が
世
界
中
で
大
人
気
と
な
っ
て

い
ま
す
。
東
京
・
お
台
場
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
森
ビ
ル
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
：
エ
プ
ソ
ン 

チ
ー
ム
ラ
ボ
ボ
ー
ダ
レ
ス
」
は
、
米
国
の
国
際
的
な
ニ
ュ
ー
ス
雑
誌
、
タ
イ
ム
誌
の
「
世
界
で
最
も
素
晴

ら
し
い
場
所
2
0
1
9
年
度
版
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
国こ

く

賓ひ
ん

と
し
て
来
日
し
た
際
も
、
メ
ラ
ニ
ア
夫
人
と
安
倍
昭
恵
首
相
夫
人
が
一
緒
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

海
外
で
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
象
徴
す
る
三
つ
星
ホ
テ
ル
で
あ
る
マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
・
サ
ン
ズ
に
常
設
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開
設
さ
れ
観
光
名
所
と
な
る
な
ど
、
活
動
の
舞
台
は
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

徳
島
県
内
で
は
、
文
化
の
森
（
呼
応
す
る
木
々
、
憑ひ

ょ
う

依い

す
る
滝
）
、
阿
波
銀
行
本
店
1
階
（Flow

ers 

in the Sandfall -T
okushim

a

）
、
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
（
つ
な
が
る
!
積
み
木
の
ま
ち
）
な
ど
に

チ
ー
ム
ラ
ボ
の
作
品
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
米
津
玄
師

　

米
津
玄
師
は
、
日
本
を
代
表
す
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
す
。
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当
初
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
投
稿
サ
イ
ト
に
歌
声
合
成
技
術
を
利
用
し
た
作
品
を
投
稿
し
、
人
気
を

博
し
て
い
ま
し
た
が
、
2
0
1
2
年
に
ソ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
後
は
「L

レ
モ
ン

em
on

」
「
馬
と
鹿
」
な
ど
の
大

ヒ
ッ
ト
曲
を
た
て
続
け
に
リ
リ
ー
ス
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
菅す

田だ

将ま
さ

暉き

やF

フ
ー
リ
ン

oorin

の
曲
も
手
が
け
、
大

成
功
を
収
め
る
な
ど
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
才
能
も
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
末
の
『
紅
白
歌
合
戦
』
で
は
、
「Lem

on

」
を
熱
唱
し
大
き
な
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

舞
台
と
な
っ
た
大
d
国
際
美
術
館
の
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ホ
ー
ル
は
、
米
津
玄
師
の
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
聖
地

と
な
り
、
大
勢
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ユ
ー
フ
ォ
ー
テ
ー
ブ
ル
と
近
藤
光

　

大
ヒ
ッ
ト
し
社
会
現
象
に
も
な
っ
た
「
鬼き

滅め
つ

の
刃や

い
ば

」
の
ア
ニ
メ
を
制
作
す
る
の
が
、
近
藤
光
が
率
い

る
ユ
ー
フ
ォ
ー
テ
ー
ブ
ル
で
す
。
ほ
か
に
も
「
刀と

う

剣け
ん

乱ら
ん

舞ぶ

」
、
「F

フ
ェ
イ
ト

ate

」
、
「
お
へ
ん
ろ
」
な
ど
の
人
気

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

ユ
ー
フ
ォ
ー
テ
ー
ブ
ル
は
、
徳
島
市
内
に
も
ス
タ
ジ
オ
や
カ
フ
ェ
、
映
画
館
を
構
え
て
い
ま
す
。
近
藤

光
は
、
徳
島
市
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る
全
国
的
に
有
名
な
ア
ニ
メ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
マ
チ
★
ア
ソ
ビ
」

に
も
、
開
催
当
初
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

●
鈴
木
愛

　

東
み
よ
し
町
出
身
の
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
・
鈴
木
愛
選
手
は
、
小
学
校
５
年
生
の
と
き
に
ゴ
ル
フ



184

13　徳島の未来

を
始
め
、
2
0
0
9
年
に
中
学
生
で
「
四
国
女
子
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技
」
で
優
勝
し
ま
し

た
。
そ
の
後
2
0
1
3
年
に
プ
ロ
と
な
り
、
2
0
1
7
年
と
2
0
1
9
年
の
賞
金
女
王
に
輝
く
な
ど
、

ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

◉
徳
島
の
未
来
を
創つ

く

る

　

こ
の
本
で
は
、
経
済
の
こ
と
を
中
心
に
徳
島
の
特
徴
を
み
て
き
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
確
か

に
徳
島
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
の
問
題
が
全
国
以
上
に
深
刻
で
す
。
け
れ
ど
も
製
造
業
が
元
気
で
、

経
済
的
に
豊
か
で
、
食
や
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
過か

疎そ

に
悩
む
中
山
間
地
域
で
も
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
で
有
名
な
神
山
、
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
や
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
の
上
勝
、
そ
れ
に
秘
境
と
し
て

香
港
や
欧
米
の
観
光
客
な
ど
に
も
人
気
の
祖
谷
等
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
ご
紹
介
し
た
通
り
、
徳
島
出
身
の
偉
人
や
有
名
人
は
大
勢
お
り
、
政
治
・
経
済
・
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
徳
島
の
こ
と
を
、
県
外
の
人
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、

（
株
）
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
が
公
表
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
都
道
府
県
別
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

2
0
2
0
）
を
見
る
と
、
徳
島
は
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全
国
47
都
道
府
県
中
46
位
と
、
下
位
に
甘
ん

じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
徳
島
に
移
住
し
た
り
、
転
勤
で
県
外
か
ら
徳
島
に
や
っ
て
き
た
人
に
聞
く
と
、
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徳
島
は
魅
力
的
だ
と
答
え
る
人
が
多
い
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
徳
島
経
済
同
友
会
が
2
0
2
0
年
9
月

に
実
施
し
た
徳
島
へ
の
移
住
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
阿あ

波わ

燦さ
ん

燦さ
ん

会か
い

と
い
う
転
勤
族
の
親し

ん

睦ぼ
く

会か
い

が
2
0
1
8
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
徳
島
の
好
き
な
点
と
し
て
、
川
や

海
な
ど
の
美
し
く
豊
か
な
自
然
、
魚
、
肉
、
野
菜
な
ど
食
べ
物
が
お
い
し
い
、
人
が
お
お
ら
か
で
人
情
味

が
あ
る
、
住
み
や
す
い
（
都
会
よ
り
も
治
安
が
よ
い
、
あ
わ
た
だ
し
過
ぎ
な
い
、
物
価
が
安
い
）
、
阿
波

お
ど
り
な
ど
豊
か
な
文
化
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
来
て
み
て
住
ん
で
み
る
と
よ
い
と
こ

ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
、
そ
の
こ
と
を
徳
島
に
住
ん
だ
こ
と
が
な
い
人
に
十
分
伝
え
き
れ
て
い
な
い
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

実
は
、
先
に
あ
げ
た
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
（
株
）
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
が
公
表
し
て
い
る
愛
着

度
ラ
ン
キ
ン
グ
（
地
元
愛
の
強
さ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
）
や
自
慢
度
ラ
ン
キ
ン
グ
（
地
元
を
誇
り
に
思
う
人
の

割
合
の
ラ
ン
キ
ン
グ
）
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
地
元
の
こ
と
が
好
き
で
自
慢
に
思
う
人

が
多
い
地
域
は
、
よ
そ
の
人
か
ら
見
て
も
魅
力
的
な
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
2
0
2
0
年
の
魅
力
度
ラ

ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
3
は
北
海
道
、
京
都
府
、
沖
縄
県
で
す
が
、
2
0
1
9
年
の
自
慢
度
ラ
ン
キ
ン
グ

の
ト
ッ
プ
3
も
北
海
道
、
京
都
府
、
沖
縄
県
で
し
た
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
の
愛
着
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で

北
海
道
は
1
位
、
京
都
府
は
6
位
、
沖
縄
県
は
３
位
と
、
い
ず
れ
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
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魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
と
地
元
の
人
の
地
元
に
対
す
る
思
い
と
の
間
に
こ
の
よ
う
な
密
接
な
関
係
が
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
ま
す
。
ま
ず
、
地
元
に
対
す
る
思
い
が
強
い
地
域
は
、
そ
の
地

域
の
出
身
者
が
県
外
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
地
元
の
よ
さ
を
友
人
や
知
人
に
話
を
す
る
で
し
ょ

う
。
よ
い
と
こ
ろ
だ
と
聞
く
と
、
行
っ
て
み
た
く
な
る
の
が
人
情
で
す
。
ま
た
、
県
外
か
ら
来
た
観
光
客
や

大
学
生
、
転
勤
族
も
、
地
元
の
人
か
ら
見
ど
こ
ろ
や
お
い
し
い
店
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
簡
単
に
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
地
元
に
対
す
る
思
い
が
強
い
地
域
で
は
、
そ
の
地
域
の
出

身
者
一
人
ひ
と
り
が
地
元
の
宣
伝
を
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元
に
対
す
る

思
い
が
強
い
地
域
で
は
、
地
元
の
景
観
や
自
然
環
境
を
守
り
、
そ
の
地
域
を
よ
り
住
み
や
す
く
し
て
い
こ
う

と
す
る
活
動
も
行
わ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
住
む
人
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
場
所
は
、
訪
れ
る
人
に

と
っ
て
も
魅
力
あ
る
場
所
で
す
。
当
然
そ
の
地
域
の
魅
力
は
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
徳
島
の
魅
力
度
を
高
め
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
徳
島
の
よ
い
と

こ
ろ
を
発
見
し
、
好
き
に
な
っ
て
、
県
外
の
人
に
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
徳
島
を
よ
く
し
て
い

こ
う
と
行
動
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
徳
島

県
は
愛
着
度
ラ
ン
キ
ン
グ
、
自
慢
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
全
国
平
均
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
（
た
と
え
ば

2
0
1
9
年
の
愛
着
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
33
位
、
自
慢
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
43
位
で
す
）
。

　

こ
の
本
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
皆
さ
ん
が
徳
島
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く
知
ろ
う
と
思
い
、
好
き
に
な
っ
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て
い
ろ
い
ろ
な
人
に
徳
島
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
徳
島
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
よ
う
に
行
動

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

国
や
地
域
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
の
は
、
最
後
は
人
で
す
。
日
本
の
未
来
を
創
る
の
は
、
創
造
性
あ
る
人

た
ち
で
あ
り
、
地
域
を
創
る
の
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
た
ち
で
す
。
徳
島
は
多
く
の
偉
人
や
経
営
者
、
芸

術
家
を
生
み
出
し
、
日
本
や
地
域
の
発
展
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
実
を
知
り
、
皆
さ
ん
も

そ
う
し
た
人
た
ち
に
続
い
て
、
明
日
の
日
本
や
徳
島
を
創
っ
て
い
く
人
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
質
問
で
す
。

○
あ
な
た
に
と
っ
て
徳
島
の
よ
さ
、
好
き
な
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

○
県
外
の
人
や
親
せ
き
が
徳
島
に
来
た
時
、
何
を
す
す
め
ま
す
か
？

○
徳
島
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

○
徳
島
の
未
来
の
た
め
に
、
あ
な
た
は
何
を
し
ま
す
か
？
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